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ボーリング試料解析に基づく徳島平野の中央構造線活断層系の完新世における活
動 

Holocene activity of the Median Tectonic Line active fault system in the Tokushima Plain 
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活断層の活動履歴を明らかにすることは地震災害の長期予測や被害予測をするうえで重要である．そこで今回

の研究では，ボーリングコアを用いて詳細な活動履歴を議論した．徳島地域の鳴門南断層を挟んで掘削された 3
本のボーリングコアの分析を行うことによって，この地域における中央構造線活断層系の活動度を明らかすること
を目的とした．分析の手法は，すべてのボーリングコアにおいて岩相観察と帯磁率測定を行った．断層の上盤側と
下盤側にあたるコアでは，粒度組成と砂粒組成による検討を行った．地層の同時性を細かく議論するために，京都
大学 AMS システムにおいて炭素 14 年代測定を行った． 
 
 
活断層の活動履歴を明らかにすることは地震災害の長期予測や被害予測をするうえで重要である．これまで活

断層の一回の変位量や活動年代はトレンチ調査によって求められてきたものが多い．そこで今回の研究では，ボー
リングコアを用いて詳細な活動履歴を議論した．徳島地域の鳴門南断層を挟んで掘削された 3本のボーリングコア
の分析を行うことによって，この地域における中央構造線活断層系の活動度を明らかすることを目的とした． 
分析の手法は，すべてのボーリングコアにおいて岩相観察と帯磁率測定を行った．断層の上盤側と下盤側にあ

たるコアでは，粒度組成と砂粒組成による検討を行った．地層の同時性を細かく議論するために，京都大学 AMS
システムにおいて炭素 14 年代測定を行った． 
 上述した分析によって明らかになった延べ 36 の対比基準面と，高密度な年代試料をもとに地層区分を行った．

また，これらの堆積層の間に，断層の下盤側だけに存在する 6層のイベント時およびその後の堆積物を認定した． 
 鳴門南断層では，過去 15000 年間に少なくても 6回の活動が認められ，約 1.3mm/yr の平均上下平均速度をも

つことがわかった．また，連続的な地層発達を明らかにすることで，それぞれのイベント年代の精度が良くなった． 


